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Ⅰ．はじめに
　１．保育者養成校における音楽教育の意義
　　　保育者養成校における音楽教育の役割とは一体何だろうか。保育者とし
て、子ども達と関われる音楽力を身に付け、弾き歌いをしっかりできるよ
うになれば良いのだろうか。筆者の考える音楽教育の持つ可能性はそんな
狭義なものではない。音楽を学ぶということは、一般に知られている感性
や表現力を豊かにするということに加えて、人の痛みが分かるようになっ
たり、継続して学ぶ習慣を身に付けることができたり、学んだことを次の
事柄に応用する力を付けることができたり、人と協力して物事を進めてい
く力を養ったり、助け合いの精神を学んだり、問題解決能力を高めること
ができたり、期限までに仕上げることを学べたり、人前に立つメンタリテ
ィを身に付けることができたり、音楽を通じて様々な国の文化を知ること
で本当の意味での多様性を学ぶこともでき、その学びの大きさは計り知る
ことができない。つまり、音楽教育とは人間教育と同義なのである。筆者
はジェームス・L・マーセルの次の言葉に強く共鳴している。「音楽は、そ
れが、正しい方向に向けて教えられた時、最高の教育とはどういうもので
あるかを実証するのです。すなわち、音楽は、教育全体の根本的使命 - 人
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間性の高揚という偉大な使命を果たすものとなるのです１）。」また、エル・
システマ２）の創始者、ホセ・アントニオ・アブレウ博士も「音楽は目に見
えないものを、言葉では表現できないものを表現します。それゆえに音楽
は創造的で豊かなのです。この独特の性格が音楽を他の芸術より優れたも
のにするのですが、同時に感情表現に特別な深みを与えるのです。音楽は
どの芸術より人間に大きな影響を与えるといえるかもしれません３）。」
　　　筆者は、保育者養成校の様々な場面で音楽の持つ力を目の当たりにして
きた。そして、どのような授業を展開したら音楽の力だけでなく、豊かな
人間性を育むことができるのかということを常に考え、年月をかけて多く
の改革を進めてきた。
　　　　　　１）音楽・ピアノのカリキュラム・教材の改革
　　　　　　２）音楽・ピアノの授業形態の改革
　　　　　　３）音楽・ピアノの入学前教育の改革
　　　　　　４）音楽・ピアノの高大連携の改革
　　　ピアノのカリキュラム・教材４）を見直し、当たり前とされてきたピアノ
の個人レッスンをアクティブ・ラーニング５）型のレッスンに変革し、今や
９割弱６）を占めるピアノ初心者を含む入学生に対する徹底した入学前教育、
地域の高校生に向けた毎月の無料ピアノ講座の開講７）を通じて、学生の意
識や音楽に対する考え方が大きく変化してきた。詳しくは、１）は、筆者
の論文（２０１７）「保育者養成校における入学前準備授業とバスティン・
ピアノメソードを用いたピアノのレベル別学習に関する一考察」を、２）
は、筆者の論文（２０１８）「保育者養成校におけるアクティブ・ラーニ
ングを用いたピアノレッスン及び幼児に対する音楽表現指導法に関する一
考察」を、３）は、筆者の論文（２０１８）「保育者養成校における入学
前教育（音楽）の可能性」を、４）は、筆者の論文（２０１９）「保育者
養成校における公開講座（音楽）を通じた高大連携、地域連携の可能性」
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を参照されたい。
　　　本論文ではまず、本学が行ってきた音楽・ピアノの改革を総括する。そ
の上で、学生のアンケート結果と、筆者の授業に対する考えをまとめた資
料を検証・考察し、養成校における豊かな人間性を育む音楽教育の可能性
について論じていきたい。学生に取ったアンケートは、本学で学生指導の
ために使用している保育者特性検査NTI８）の項目を参考にさせて頂いた。
なぜなら、最高の愛の形とも言える隣人愛が最も必要とされる保育者とし
ての適性が音楽を通じて育まれていることが実証できれば、人間としてど
れだけ豊かに成長したかを測ることが可能であると考えたからである。
Ⅱ．本学の音楽教育の概要
　１．概要
　　　まずは、本学の入学前教育と２年間の授業の概要を整理したい。
　　　　　１）保育者養成校進学を目指す地域の高校生に向けた毎月のピアノ
無料講座
　　　　　２）本学に入学が決まった高校生必修の３回の入学前準備授業
　　　　　３）４つのレベルに分かれたアクティブ・ラーニング型ピアノレッ
スン、バスティン、生活の歌、自由曲（音楽Ⅰ、音楽Ⅱ）
　　　　　４）アクティブ・ラーニング型ピアノレッスン、童謡の弾き歌い、
自由曲、歌唱指導（音楽Ⅲ、音楽Ⅳ）
　　　これらの総合的な取り組みによって、学生の意識や音楽に対する考え方
は大きく変化し、保育者に必要とされる音楽力を着実に身に付けることが
できるようになってきた。本論文では３）、４）に焦点を絞り、２年間の
学修成果と養成校の音楽教育の可能性について述べていく。
122
　２．使用教材
　　　まずは、本学で使用している教材を確認する。
　　　　１）ジェームス・バスティン
　　　　　　『バスティン　ピアノベーシックス　ピアノ（ピアノのおけいこ）
レベル１』
　　　　　　『バスティン　ピアノベーシックス　ピアノ（ピアノのおけいこ）
レベル２』
　　　　　　『バスティン　ピアノベーシックス　ピアノ（ピアノのおけいこ）
レベル３』
　　　　　　東音企画、２００９年
　　　　２）田中　常夫、平島　美保、木村　鈴代、小杉　裕子
　　　　　　『こどものうた（簡易伴奏曲付）』圭文社、２０１１年
　　　　３）森本　琢郎、池田　恭子
　　　　　　『ジュニアクラスの楽典問題集』ドレミ楽譜出版社、２００８年
　　　バスティン採択の理由については、本論文の注４と筆者の論文
（２０１７）を参照されたい。楽典は、初心者はもちろんのこと経験者に
も基礎知識に抜けがある場合が多いので、全ての学生が既定の所まで終え、
自己採点をして提出することを実技試験の受験条件とした。授業の時間で
楽典を正規に取り扱わないのは、２年という限られた時間で弾き歌いや歌
唱指導、模擬保育など身に付けなければならない内容が多いこと、問題集
を自主的に進めさせ、質問を受け入れることで解決できると考えたこと、
バスティンの構成が楽典を学びながら進めていける内容になっているとい
うことが大きな理由である。
　３．カリキュラム
　　　次に、本学の２年間のカリキュラムを見ていきたい。筆者がカリキュラ
ムを作成するにあたって大切にしたことは、どの進度の学生も必死に、楽
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しみながら、助け合いながら学べるということである。この考えは筆者の
論文（２０１７）に詳しく書いてあるので、ここに引用したい。「現代の
養成校の難しい点として初心者の増加傾向を述べてきたが、それでも一定
数は経験者、上級者も入学してくる。本学のピアノ経験の調査でも１０年
　１６%　　５年　１４%　と３割いる。これまで養成校でピアノを指導
してきて、これらの学生の伸び悩みというのも多く見てきた。それは、多
数を占める初心者に目がいくあまり、経験者、上級者に適切なカリキュラ
ム、教材が与えられてこなかったということも大きな要因ではないだろう
か。CiNii で検索してみても、養成校の初心者に関する論文は多数見受け
られるが、経験者、上級者に焦点をあてた論文は、ほぼ見当たらない。２
年間のピアノのカリキュラムを学年で区切ることなく、上限なく横断して
学べるようにし、初心者、経験者という２つの枠にとどまらない細かなレ
ベル分けを行い、そして何より経験者、上級者が初心者を教え、助け、刺
激を与え、学生皆のレベルを底上げできないかということを筆者は常々考
えていた。」このような信念から筆者が作成した音楽Ⅰ・音楽Ⅱ（図１）、
音楽Ⅲ・音楽Ⅳのカリキュラム（図２）をご紹介したい。
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図１　音楽Ⅰ、Ⅱの受講にあたってⅠ）
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図２　音楽Ⅲ、Ⅳの受講にあたってⅡ）
126
　　　各レベルの課題が細かく設定された横断的なカリキュラムを理解して頂
けたことと思う。上記の表から、学生は２年間で実際にどの程度曲を学ぶ
のか見ていきたい。
　　　・レベル１の学生
　　　　バスティン４５曲、アラベスク、弾き歌い２１- ２３曲、
　　　　ピアノ曲２- ４曲
　　　・レベル２の学生
　　　　バスティン３４曲、弾き歌い２１- ２３曲、ピアノ曲２- ４曲
　　　・レベル３の学生
　　　　バスティン２５- ２７曲、弾き歌い３０曲、ピアノ曲４- ６曲
　　　・レベル４の学生
　　　　弾き歌い３３- ３７曲、ピアノ曲４- ８曲
　　　曲数に幅があるのは、例えば２年前期でピアノ曲１曲、弾き歌い９曲の
場合とピアノ曲２曲、弾き歌い８曲学習する場合で異なるためである（ピ
アノ曲を短期間で２曲仕上げるのが難しい場合は弾き歌いの曲と振り替
えることを可とした）。実際には各レベルこれ以上に曲を学ぶ学生が多い。
例えば１年経たないうちにバスティンの教科書を終え、２年生のカリキュ
ラムにどんどん入っていく初心者の学生。経験者・上級者の学生も上記の
課題以上に曲を合格することが多い。ここに載せているのは、あくまで基
本の学習曲数である。
　　　そして課題曲数以上に大切なことは、どのように学ぶかということであ
る。つまり２年後に独立していかなければならないということを念頭に置
き、効果的な練習の仕方、指番号の決め方、子どもを意識した音楽活動の
展開の仕方、表現力の追求などを根底にしたピアノ、歌唱、歌唱指導、模
擬保育の指導はもちろんのこと、（筆者の大きな目標は）音楽の授業を通
じて豊かな人間性、保育者としての資質をしっかり育んでいかなければな
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らないということである。次章では、筆者が授業でどのようなことを大切
にして臨んでいるか、そしてなぜそれが学生の豊かな人間性を育むことに
寄与するのか、アンケートの項目と共に見ていきたい。
Ⅲ．音楽の授業で大切にしていることとアンケート結果の考察
　　　まず、筆者が音楽の授業でどのようなことを大切にしているか示してい
きたい。ピアノ演奏において大切なフォーム、練習の仕方、基本的な事項
をまとめた学生にとって実際的な資料、ピアノ演奏の極意（図３）と、筆
者の授業に対する考えを示す資料（図４、図５）を紹介する。この資料（図４、
図５）は非常勤講師の先生方に授業をどのように展開してほしいか明確に
示すために筆者が作成し、配布させて頂いたものである。この１０項目（図
４、図５）は、NTI８）の各項目と比較し、学生の人間性を育むこととどの
ような関わりがあるのかを検証するという意味でも大変重要な資料である。
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図３　ピアノ演奏の極意Ⅲ）
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図４　授業に対する考えを示す資料１
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図５　授業に対する考えを示す資料２
　　　筆者が授業の中で大切にしている１０の項目（図４、図５）が、なぜ学
生の豊かな人間性を育むことに寄与するのか、保育者特性検査NTI８）を
参考にしたアンケートの項目と共に見ていきたい。各質問項目に、１. そ
う思う、２. ややそう思う、３. あまりそう思わない、４. そう思わない　の
４択で回答してもらった。
　　対象 : 音楽Ⅱ受講の１年生（音楽Ⅰから継続して受講しており本学の音楽
教育を受けて１年経った学生）３９名、音楽Ⅳ受講の２年生（音楽Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲと継続して受講しており本学の音楽教育を受けて２年経った学生）２８
名の学生
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　　①自分の損得に関係なく相手のために行動することができたと思う
　　　 １年
　　　１．そう思う１６%　　　　　　　　２．ややそう思う７４%
　　　３．あまりそう思わない８%　　　　４．そう思わない２%
　　　 ２年
　　　１．そう思う１１%　　　　　　　　２．ややそう思う７０%
　　　３．あまりそう思わない１９%　　　４．そう思わない０%
　　②人の感情や気持ちを自分のことのように感じることができたと思う
　　　 １年
　　　１．そう思う２９%　　　　　　　　２．ややそう思う５５%
　　　３．あまりそう思わない１３%　　　４．そう思わない３%
　　　 ２年
　　　１．そう思う１９%　　　　　　　　２．ややそう思う６７%
　　　３．あまりそう思わない１４%　　　４．そう思わない０%
　　③物事を多面的、論理的に考え、客観的に理解しようと努力することがで
きたと思う
　　　 １年
　　　１．そう思う１３%　　　　　　　　２．ややそう思う６８%
　　　３．あまりそう思わない１６%　　　４．そう思わない３%
　　　 ２年
　　　１．そう思う１１%　　　　　　　　２．ややそう思う７８%
　　　３．あまりそう思わない１１%　　　４．そう思わない０%
　　④人の様子やちょっとした変化からも、心の状態、気持ちなどを察して、
きめ細やかな気遣いをすることができたように思う
　　　 １年
　　　１．そう思う１８%　　　　　　　　２．ややそう思う５１%
　　　３．あまりそう思わない２８%　　　４．そう思わない３%
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　　　 ２年
　　　１．そう思う８%　　　　　　　　　２．ややそう思う８２%
　　　３．あまりそう思わない１０%　　　４．そう思わない０%
　　⑤人と気軽に交わり、対人関係に積極的で広く人々と交流することができ
たと思う
　　　 １年
　　　１．そう思う３６%　　　　　　　　２．ややそう思う４６%
　　　３．あまりそう思わない１３%　　　４．そう思わない５%
　　　 ２年
　　　１．そう思う２２%　　　　　　　　２．ややそう思う６３%
　　　３．あまりそう思わない１５%　　　４．そう思わない０%
　　⑥問題解決に向けて自主的、積極的に取り組むことができたように思う
　　　 １年
　　　１．そう思う３８%　　　　　　　　２．ややそう思う４６%
　　　３．あまりそう思わない１３%　　　４．そう思わない３%
　　　 ２年
　　　１．そう思う２５%　　　　　　　　２．ややそう思う６４%
　　　３．あまりそう思わない１１%　　　４．そう思わない０%
　　⑦友人を手伝ったり、援助したりすることに労を惜しまず取り組むことが
できたと思う
　　　 １年
　　　１．そう思う３９%　　　　　　　　２．ややそう思う４７%
　　　３．あまりそう思わない１２%　　　４．そう思わない２%
　　　 ２年
　　　１．そう思う１９%　　　　　　　　２．ややそう思う６３%
　　　３．あまりそう思わない１８%　　　４．そう思わない０%
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　　⑧音楽を通じて人として、また保育者として成長することができたように
思う
　　　 １年
　　　１．そう思う３１%　　　　　　　　２．ややそう思う６２%
　　　３．あまりそう思わない５%　　　　４．そう思わない２%
　　　 ２年
　　　１．そう思う１８%　　　　　　　　２．ややそう思う８２%
　　　３．あまりそう思わない０%　　　　４．そう思わない０%
　　⑨音楽には人を成長させる力があると思う
　　　 １年
　　　１．そう思う４６%　　　　　　　　２．ややそう思う４４%
　　　３．あまりそう思わない８%　　　　４．そう思わない２%
　　　 ２年
　　　１．そう思う４６%　　　　　　　　２．ややそう思う５４%
　　　３．あまりそう思わない０%　　　　４．そう思わない０%
　　何か感じたことがあれば書いてください。
　　　 １年
　　・人の弾いている曲を聴いて、自分に足りないことを感じたり、どんな練
習が必要か考えたりするとても良い時間になりました。表現力がまだま
だ足りないと思ったので、もっと練習していきたいです。一年間ありが
とうございました。
　　・みんなの自由曲を聴くことによって、ピアノの表現を勉強することがで
きました。自分ももっと弾けるようになりたいと思いました。
　　・自分が弾けるようになりたいと思った曲に精一杯取り組めて良かった。
２年生になったらもっと自分のできることを増やしていきたいです。
　　・友達同士でわからない所を教え合うというのは、自分の復習にもなるし、
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わからない所もわかるのでとても助かりました。
　　・人に聞く力がついた。
　　・自由曲が弾けた時、自分が弾けると思っていなくて、嬉しかった。楽しい。
　　　 ２年
　　・やはりピアノは大変。だけど、保育士になるためには大切。
　　・人に教えるのが難しかったが、「わかった !」という声が嬉しかった。
　　・ピアノを弾いていてとても楽しく感じた。
　　　①の項目は、NTI の愛他性の項目である。NTI の HP８）によると「自分
の損得に関係なく相手のために行動する傾向、すなわち、見返りを求めな
いで相手の利益になること、相手が喜ぶこと、相手のためになること、役
に立つことに労を惜しまず行動する傾向を示します。」とある。保育者に
とっては、子どもの成長のためならば、あらゆる労を惜しまない姿勢と言
えるだろう。言い換えれば、無償の愛である。保育、教育に携わる者にと
って最も大切な精神であることは言うまでもない。音楽の授業で考えてみ
ると、友人ができるようになるまで、様々な声かけをしながら見守り、一
緒に困難を乗り越え、その成長を我が事として喜べる精神である。厳密に
特定することはできないが、筆者の資料（図４、図５）の１０の項目で
いうと、１）、２）、４）、５）、８）、９）の項目が、このアンケート項目
に関係していると推測される。１年生で、そう思う１６%、ややそう思う
７４%と９割の学生が、２年生で、そう思う１１%、ややそう思う７０%
と８割の学生が自分の損得に関係なく相手のために行動できたと答えてい
ることは非常に意義深い。
　　　②の項目は、NTI の共感性の項目である。NTI の HP８）によると「人
の感情や気持ちを自分のことのように感じる傾向。このような傾向は、人
に同情的で、人の気持ちを大切にし、情緒的に受容的であり、人との情緒
的コミュニケーションを形成しやすいといった傾向を表します。」とある。
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保育者にとっては、子どもの喜び、悲しみ、痛みなど様々な気持ちに寄り
添い、共感できる姿勢と言えるだろう。音楽の授業で考えてみると、自分
が苦労した経験を忘れず友人に寄り添い、一緒に困難を乗り越える精神と
言える。友人の気持ちを想像し、行動することも該当するだろう。厳密に
特定することはできないが、筆者の資料（図４、図５）の１０の項目で
いうと、１）、２）、４）、５）、８）、９）の項目が、このアンケート項目
に関係していると推測される。１年生で、そう思う２９%、ややそう思う
５５%と８割強の学生が、２年生で、そう思う１９%、ややそう思う６７
%と９割弱の学生が人の感情や気持ちを自分のことのように感じることが
できたと思うと答えていることは非常に意義深い。
　　　③の項目は、NTI の論理的思考性の項目である。NTI の HP８）によると
「物事を多面的、論理的に考え、客観的に理解しようと努力する傾向。自
分の主観や感情で判断するのではなく、事実や論理、普遍的な基準に照ら
し合わせて物事を認識しようとする傾向をいいます。」とある。保育者に
とっては、どうしてそういう事態になったのか、今までの事例はどうだっ
たのか、もっと良い解決策はなかったのか、もっと豊かな活動を行うため
にはどのような工夫が必要だったかなど、子ども達の成長を見守っていく
ためには必須の冷静で客観的な姿勢と言えるだろう。音楽の授業では、楽
譜から作曲者の意図はどこにあるのか丁寧に読み取っていくこと、どのよ
うな手順を踏めば子ども達により楽しく歌を教えることができるのか考え
ること、身体や音楽の理論に基づいた指番号を自分で考えていくことなど
が当てはまるだろう。厳密に特定することはできないが、筆者の資料（図４、
図５）の１０の項目でいうと、４）、５）、７）、８）、９）の項目が、この
アンケート項目に関係していると推測される。１年生で、そう思う１３%、
ややそう思う６８%と８割の学生が、２年生で、そう思う１１%、ややそ
う思う７８%と９割弱の学生が物事を多面的、論理的に考え、客観的に理
解しようと努力することができたと思うと答えていることは非常に意義深
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い。
　　　④の項目は、NTI の気働きの項目である。NTI の HP８）によると「人
の様子やちょっとした変化からも、心の状態、気持ちなどを察して、きめ
細やかな気遣いをする傾向をいいます。相手の状態を繊細に感じ取ってそ
れに対応できる傾向を表します。」とある。保育者にとって、子どものち
ょっとした表情・心の変化を敏感に察知し気付く力は、保育者必須の能力
とも言える。筆者は音楽の授業で「私に指示を出されてから困っている学
生を教えるのではなく、自分で気付いて積極的に動ける人間になりなさい。
それは、保育者として子どもと向き合う時に必ず生きてくる能力だから。」
という話をする。指導する立場の学生は、友人の表情や心の変化を読み取
りながら、どう伝えれば友人に響くのか、試行錯誤をし、臨機応変に声を
かけ、寄り添っていくことが非常に大切である。厳密に特定することはで
きないが、筆者の資料（図４、図５）の１０の項目でいうと、１）、２）、４）、
５）、８）、９）の項目が、このアンケート項目に関係していると推測される。
１年生で、そう思う１８%、ややそう思う５１%と７割の学生が、２年生で、
そう思う８%、ややそう思う８２%と９割の学生が人の感情や気持ちを自
分のことのように感じることができたと思うと答えていることは非常に意
義深い。
　　　⑤の項目は、NTI の社交性の項目である。NTI の HP８）によると「人
と気軽に交わり、対人関係に積極的で広く人々と交流する傾向が強い。人
当たりがよく、気さくで相手を緊張させないといった傾向を表します。心
のエネルギーが社会的な方向に向かう傾向を表します。」とある。保育者
にとっては、子どもの中に自然に溶け込み、楽しく接することができる力
と言える。職場の先生方との円滑なコミュニケーションを取れるかどうか
も該当するだろう。音楽の授業では、気軽に友人に聞くことができること、
友人が困っていたらすぐに気付いて手を差し伸べることなどが当てはまる
だろう。また、皆で歌ったり、歌唱指導や模擬保育をしたりする際に、楽
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しい雰囲気で行えているかどうかもとても重要である。厳密に特定するこ
とはできないが、筆者の資料（図４、図５）の１０の項目でいうと、１）、２）、
４）、５）、８）、９）の項目が、このアンケート項目に関係していると推
測される。１年生で、そう思う３６%、ややそう思う４６%と８割強の学
生が、２年生で、そう思う２２%、ややそう思う６３%と８割強の学生が
人と気軽に交わり、対人関係に積極的で広く人々と交流することができた
と思うと答えていることは非常に意義深い。
　　　⑥の項目は、NTI の行動力の項目である。NTI の HP８）によると「物
事に自主的、積極的に取り組む傾向で、よいと思ったことは、人の様子を
気にしたり、躊躇したりしないで実行する傾向を示します。　また、問題
解決に能動的な傾向を表します。また、問題解決に能動的、実行力がある
といった傾向を表します。」とある。保育者にとって、日々問題は起きる。
その時に信念を持ち、どのように子ども達と、保護者と、同僚の先生方と
問題解決に向けて積極的に動いていけるかが該当するだろう。音楽の授業
では、難しい課題に出会った時に自分なりに工夫して臨めるかどうか、自
分が得た知識を積極的に友人に提供し、問題解決に向けて動けるかどうか
などが当てはまる。厳密に特定することはできないが、筆者の資料（図４、
図５）の１０の項目でいうと、１）、２）、４）、５）、７）、８）、９）の項
目が、このアンケート項目に関係していると推測される。１年生で、そう
思う３８%、ややそう思う４６%と８割強の学生が、２年生で、そう思う
２５%、ややそう思う６４%と９割の学生が問題解決に向けて自主的、積
極的に取り組むことができたように思うと答えていることは非常に意義深
い。
　　　⑦の項目は、NTI の養育性の項目である。NTI の HP８）によると「子ど
もや若い人たちに対して、よく世話をしたり、援助したりすることに労を
惜しまない。また、その人たちの成長を喜ぶ気持ちが強い傾向を表します。」
とある。保育者にとって、子ども達の豊かな成長は最大の喜びである。多
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くの可能性を秘めた子ども達が、何かできるようになるように、様々な考
え方をできるように、豊かな感性が育つようにと日々考え、世話をし、援
助をしていくことは、保育者の最も重要な仕事で、この項目と大きく関わ
っている。音楽の授業では、自分が得た技術を友人に伝えたり、その様子
を見て喜びを感じたりすることが該当するだろう。この授業で最も大切に
している助け合いの精神である。厳密に特定することはできないが、筆者
の資料（図４、図５）の１０の項目でいうと、１）、２）、４）、５）、８）、
９）の項目が、このアンケート項目に関係していると推測される。１年生で、
そう思う３９%、ややそう思う４７%と９割弱の学生が、２年生で、そう
思う１９%、ややそう思う６３%と８割強の学生が友人を手伝ったり、援
助したりすることに労を惜しまず取り組むことができたと思うと答えてい
ることは非常に意義深い。
　　　⑧、⑨の項目は、筆者が本論文でテーマにしている音楽教育＝人間教育
の項目である。音楽は果たして豊かな人間性の育成に寄与するものなのか、
まとめのような項目を作った。保育者を目指す学生にとって、２年間はあ
まりにも短い。筆者は、音楽的な力だけでなく、より豊かな人間性、保育
者として必要な資質を徹底的に引き上げていかなければならないというこ
とを考え、授業を組み立ててきた。筆者の資料（図４、図５）の１０の全
ての項目が関係していると推測される。⑧では１年生で、そう思う３１%、
ややそう思う６２%と９割強の学生が、２年生で、そう思う１８%、やや
そう思う８２%と全ての学生が答えており、⑨では１年生で、そう思う
４６%、ややそう思う４４%と９割の学生が、２年生で、そう思う４６%、
ややそう思う５４%と全ての学生が答えている。このアンケートの結果は、
音楽の授業を通じて、豊かな人間性を育むことができたということを証明
している。非常に意義深いことである。
　　　最後に自由記述欄も見ていきたい。教えることの難しさを体験したり、
教える喜びを体験したり、自由曲の演奏に刺激を受けたり、挑戦する喜び
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を知ったり、表現力について考えたり、聞く力がついたりと非常に前向き
な意見が目立った。自由記述欄からも、この授業のスタイルが、学生の考
える力を伸ばし、感じる力を強め、豊かな人間性を育めたことが読み取れる。
Ⅳ．まとめ
　幼児教育の中で音楽は大きな位置を占めている。朝の会での歌に始まり、お
べんとうの歌、季節の歌、おかえりの歌、お誕生日会、クリスマス会、音楽
発表会など、音楽は子ども達の豊かな園生活に欠かすことはできない。筆者は、
養成校の学生達にどのような授業を展開したら音楽の力だけでなく、豊かな人
間性を育むことができるのかということを常に考え、年月をかけて多くの改革
を進めてきた。ピアノのカリキュラム・教材を見直し、アクティブ・ラーニン
グ型のレッスンに変革し、今や９割弱を占めるピアノ初心者を含む入学生に対
する徹底した入学前教育、地域の高校生に向けた毎月の無料ピアノ講座の開講
を通じて、学生の意識や音楽に対する考え方が大きく変化してきた。本論文で
は、これまで本学が行ってきた音楽・ピアノの改革を総括し、保育者特性検査
NTI の項目を基にした学生のアンケート結果と、筆者の授業に対する考えをま
とめた資料を検証・考察した。その結果、保育者養成校の音楽教育には豊かな
人間性を育む力があることが証明された。
Ⅴ．今後の課題、展望
　新しいカリキュラムでの学生の成長は目覚ましいものであったが、授業をし
ていて、さらに歌唱を強化していきたい、実践力を伸ばしてあげたいという気
持ちから、カリキュラムにもう一工夫を加えた。１年生は、バスティンの歌詞
のない曲も全て音名で歌うこと、アカペラの試験を導入したことを必修にし、
２年生は、約８人のグループなので、ペアを作らせ、歌唱指導（１０分）+意
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見交換（５分）、歌から遊びに繋げる模擬保育（１０分）+意見交換（５分）
を必修にした。前期期間中、各ペア必ず両方１回ずつ指導し、自分の活動も含
め計８回体験する。歌唱力、実践力、観察眼、発想力、度胸などの向上が期待
される。
本論文により、保育者養成校の音楽教育には音楽的な力を養うだけでなく、豊
かな人間性を育む力があることが証明された。これからも未来担う子ども達の
ため、保育者の養成に全力で取り組んでいきたい。
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１）ジェームス・L・マーセル　美田節子訳
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　　　　　「保育者養成校における入学前準備授業とバスティン・ピアノメソ
ードを用いたピアノのレベル別学習に関する一考察」
　　　　　『信州豊南短期大学紀要』（３４）、pp. １１９- １６０、２０１７年
　　「本学のピアノカリキュラムを大きく変更するにあたって多くの導入教材
を比較・検討した。その中で筆者の目を引いたのはバスティン・ピアノメソ
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ードであった。このメソードでまず素晴らしいと思ったのは、全ての曲に標
題がついており、豊富な挿絵を伴っていて、ピアノを学び始める初期段階か
ら学生の想像力をかきたててくれると思ったところである。また、多くの楽
曲に歌詞が付いていて、弾き歌いへのスムーズな移行が期待できることに加
え、テキストに載っている歌詞付きの曲も実際に園で歌えそうなものが多く、
ピアノの学習に付随して、音楽の基礎知識が身に付けられるという構成も魅
力的であった。また、ピアノ経験が異なる学生一人ひとりに合わせて、使用
するテキストのスタートを柔軟に変えられそうなところ、多くの曲の合格を
もらいながら学習を進められることにより、初心者に自己効力感を持たせて
あげることが期待できるところなどを総合的に判断し、バスティン・ピアノ
メソードを教材として採用した。」
５）中井　俊樹　編著
　　　　　『アクティブラーニング』より p. ５
　　「教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学
習への参加を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修するこ
とによって、認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用
的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、体験学習、調査学習等が含
まれるが、教室内でのグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・
ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。」（中央教育審議会
２０１２、p. ３７）
　玉川大学出版部、２０１５年
　　溝上　慎一
　　　　　『アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換』より p. ７
　　「一方的な知識伝達型講義を聴くという（受動的）学習を乗り越える意味
での、あらゆる能動的な学習のこと。能動的な学習には、書く・話す・発表
するなどの活動への関与と、そこで生じる認知プロセスの外化を伴う。」
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６）佐藤　雄紀
　　　　前掲論文、pp. １１９- １６０、２０１７年
　　２０１６年度、本学でピアノの経験についてアンケート調査をしたところ、
１０年　１６%、５年　１４%、３年　１６%、初心者　５４%という結果に
なった。２０１６年度も約７割はピアノ初心者であったが、２０１７年度は
約９割と急激に初心者の割合が増加した。
７）佐藤　雄紀
　　　　「保育者養成校における公開講座（音楽）を通じた高大連携、地域連
携の可能性」
　　　　『信州豊南短期大学紀要』（３６）、pp. ６１- ９４、２０１９年
　　２０１７年７月から中高生向けの無料ピアノ講座、「保育者を目指したい
中学生のためのピアノ学習」「幼児教育系進学を目指す高校生のためのピア
ノ教室」を毎月開講している。開講時間は、平日の放課後１７時４０分から
２０時までで、生徒達も着実に力をつけることができた。
８）NTI　保育者特性検査は、人との社会的な場面に現れる自分の特性を客観
的に知るためのマークシートの検査ツールである。項目は、愛他性、共感
性、論理的思考性、気働き、社交性、行動力、養育性の７つに分かれており、
検査データから客観的に自分を知ることによって、足りているところはう
まく活かし、足りないところは努力できるように開発されたものである。（筆
者要約）
　http://www.saccess５５.co.jp/kobetu_nti.html（２０１９年８月９日現在）
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　　　前掲論文、pp. １１９- １６０、２０１７年
　　　引用にあたりイラストは割愛した。
Ⅱ．佐藤　雄紀
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Ⅲ．佐藤　雄紀
　　　前掲論文、pp. ６１- ９４、２０１９年
　　　引用にあたりイラストは割愛した。
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